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一
．
問
題
の
所
在

（
１
）
炭
鉱
離
職
者
対
策
の
開
始
と
初
期
局
面

戦
後
日
本
の
石
炭
産
業
は
、
昭
和
三
〇
年
石
炭
鉱
業
合
理
化
臨
時
措
置
法
を
機
に
、

構
造
転
換
へ
と
舵
を
切
っ
た
が
、
高
炭
価
低
能
率
と
い
う
隘
路
は
、
最
後
ま
で
解
消

さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
そ
れ
ゆ
え
打
開
策
は
人
員
整
理
以
外
に
な
く
、
そ
の
結

果
、
半
世
紀
以
上
に
わ
た
っ
て
断
続
的
に
、
大
量
な
失
業
者
が
国
内
産
炭
地
で
発
生

し
続
け
た
の
で
あ
る
。
彼
ら
は
、
地
元
産
炭
地
に
滞
留
す
る
中
高
年
者
と
、
石
炭
産

業
か
ら
他
産
業
へ
職
業
転
換
し
地
域
移
動
す
る
者
と
に
二
分
さ
れ
る
。
前
者
は
、
産

炭
地
で
の
大
手
炭
鉱
→
中
小
炭
鉱
→
請
負
組
夫
→
失
業
対
策
事
業
→
生
活
保
護
と
い

う
下
降
法
則
に
世
代
間
に
わ
た
っ
て
陥
り
、
旧
産
炭
地
に
滞
留
し
つ
づ
け
て
い
る（

１
）。

他
方
、
後
者
は
、
広
域
職
業
紹
介
と
集
団
就
職
と
い
う
形
で
、
太
平
洋
ベ
ル
ト
地
帯

へ
移
住
し
て
い
っ
た
。
彼
ら
こ
そ
が
、
衰
退
産
業
か
ら
成
長
産
業
へ
、
衰
退
地
域
か

ら
成
長
地
域
へ
の
労
働
力
流
動
化
の
原
型
で
あ
り
、
高
度
経
済
成
長
の
根
幹
を
支
え

た
の
で
あ
る
（
嶋
﨑 

二
〇
一
七
）。

炭
鉱
離
職
者
対
策
は
、
当
初
は
当
該
産
炭
地
で
の
失
業
対
策
事
業
に
よ
る
吸
収
を

基
本
と
し
た
が
、
早
期
に
、
成
長
産
業
へ
の
産
業
転
換
を
基
軸
と
す
る
広
域
職
業
紹

介
に
よ
る
就
職
促
進
体
制
へ
と
切
り
替
え
ら
れ
、
制
度
化
さ
れ
た
（
労
働
省
職
業
安

定
局 

一
九
七
一
：
八
六－

八
七
）。
具
体
的
に
は
、
昭
和
三
四
年
の
炭
鉱
離
職
者
臨

時
措
置
法
（
以
下
「
離
職
者
法
」）
か
ら
本
格
化
し
、
同
法
は
、
昭
和
三
八
年
改
正
で

の
黒
手
帳
制
度
の
導
入
な
ど
、
複
数
回
の
改
訂
を
経
て
、
平
成
一
三
年
度
末
ま
で
続

い
た
。
そ
こ
で
は
、
炭
鉱
離
職
者
の
産
業
転
換
と
地
域
移
動
の
促
進
に
む
け
、
職
業

訓
練
、
移
住
資
金
、
住
宅
確
保
、
雇
用
奨
励
等
を
含
む
多
方
面
に
わ
た
る
支
援
が
実

施
さ
れ
た
（
嶋
﨑 

二
〇
一
三
）。
他
産
業
に
類
を
み
な
い
こ
う
し
た
手
厚
い
支
援
体

制
は
、
昭
和
二
〇
年
代
後
半
の
炭
鉱
労
働
組
合
に
よ
る
激
し
い
石
炭
政
策
転
換
闘
争

の
成
果
で
も
あ
っ
た
（
戸
木
田 

一
九
八
九
）。

戸
木
田
は
、
昭
和
四
〇
年
代
ま
で
の
炭
鉱
離
職
者
対
策
を
三
段
階
に
分
け
て
い
る

（
一
九
八
九
）。
初
期
は
、
昭
和
三
四
年
か
ら
三
六
年
の
「
激
増
す
る
炭
鉱
離
職
者
を

種
々
の
形
で
さ
し
あ
た
り
の
生
計
を
保
障
し
、
あ
わ
せ
て
で
き
る
か
ぎ
り
の
分
散
就

職
を
は
か
る
段
階
」、
緊
急
対
策
の
時
期
で
あ
る
。
そ
の
後
、
昭
和
三
八
年
ま
で
が

【
論
説
】
炭
鉱
離
職
者
対
策
初
期
に
お
け
る
労
働
者
の
広
域
職
業
移
動

嶋

﨑

尚

子

― 「
炭
鉱
離
職
者
就
職
通
報
」
個
票
デ
ー
タ
に
よ
る
分
析
―
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「
炭
鉱
離
職
者
の
発
生
を
全
体
的
に
把
握
し
、
主
と
し
て
労
働
力
不
足
地
域
へ
の
再
就

職
を
計
画
的
に
行
う
段
階
」
で
あ
り
、
先
の
手
帳
制
度
へ
の
移
行
期
に
あ
た
る
。
さ

ら
に
三
九
年
以
降
は
、「
広
域
就
職
の
推
進
と
併
行
し
て
、
崩
壊
に
瀕
し
た
炭
鉱
労
働

力
の
補
充
要
員
と
し
て
、
炭
鉱
離
職
者
を
再
び
炭
鉱
に
送
り
込
む
段
階
」
で
あ
り
、

ビ
ル
ド
鉱
で
の
慢
性
的
な
労
働
力
不
足
に
対
す
る
「
炭
鉱
復
帰
」
を
含
ん
だ
、
複
線

的
な
対
策
の
開
始
時
期
と
合
致
す
る
（
嶋
﨑 

二
〇
一
三
）。
本
論
で
は
、
初
期
段
階

で
の
「
激
増
す
る
炭
鉱
離
職
者
の
分
散
就
職
」
と
い
う
試
行
過
程
で
の
広
域
職
業
移

動
の
実
態
を
、
福
岡
県
筑
豊
地
域
を
対
象
に
検
討
す
る
。
同
地
域
は
、
す
で
に
昭
和

三
〇
年
か
ら
失
業
が
多
発
し
、「
黒
い
失
業
地
帯
」
と
し
て
深
刻
化
し
て
い
た（

２
）。

こ
の
時
期
の
対
策
は
、
当
初
か
ら
大
規
模
で
あ
っ
た
。
具
体
的
に
は
、
昭
和
三
四

年
か
ら
三
八
年
ま
で
の
合
理
化
に
お
い
て
、
大
手
六
万
人
、
中
小
三
万
七
千
人
、
合

計
九
万
七
千
人
の
炭
鉱
労
働
者
の
離
職
が
見
込
ま
れ
、
そ
の
う
ち
大
手
六
〇
％
、
中

小
七
〇
％
に
あ
た
る
六
万
二
千
人
が
要
対
策
者
と
さ
れ
た
。
そ
の
五
〇
％
が
福
岡
県

に
集
中
し
、
そ
の
ほ
か
は
長
崎
、
佐
賀
、
山
口
、
福
島
、
茨
城
、
北
海
道
が
想
定
さ

れ
た
（
労
働
省
職
業
安
定
局 

一
九
七
一
：
六
四
）。
ま
さ
に
こ
の
時
期
に
九
州
筑
豊

を
中
心
に
、
石
炭
産
業
の
合
理
化
が
加
速
し
た
の
で
あ
る
。
実
際
、
石
炭
産
業
の
常

用
労
働
者
は
、
昭
和
三
三
年
か
ら
三
八
年
に
毎
年
三
万
人
前
後
減
少
し
た（

３
）。

炭
鉱
離
職
者
に
対
し
て
、
三
五
年
一
月
の
炭
鉱
離
職
者
援
護
会
（
以
下
「
援
護
会
」）

発
足
、
三
月
公
共
職
業
安
定
所
と
援
護
会
と
の
連
絡
体
制
が
徐
々
に
整
え
ら
れ
た
。

広
域
職
業
紹
介
は
、
三
四
年
当
初
、
福
岡
県
内
二
千
人
の
就
職
を
目
標
に
計
画
立
案

さ
れ
た
。
さ
ら
に
一
一
月
に
は
日
経
連
に
よ
る
炭
鉱
離
職
者
三
万
四
千
人
の
受
入
れ

方
針
を
受
け
て
、
他
道
県
対
象
者
を
加
え
て
、
同
年
度
末
に
は
目
標
を
上
回
る
者
が

広
域
就
職
し
た
（
戸
木
田 

一
九
八
九
：
三
六
五
）。
実
際
、
六
九
四
〇
人
の
求
人
に

対
し
、
三
五
三
一
人
が
就
職
し
た
。
そ
の
う
ち
福
岡
県
か
ら
は
二
一
七
七
人
で
あ
っ

た
。
産
業
別
で
は
、
圧
倒
的
に
建
設
業
で
あ
り
、
全
体
で
一
一
六
〇
人
を
数
え
た
（
労

働
省
職
業
安
定
局 

一
九
七
一
：
八
八－

九
〇
）。

し
か
し
、
三
五
年
度
に
離
職
者
対
策
が
実
質
的
に
本
格
始
動
す
る
と
、
対
策
人
員
、

予
算
、
具
体
的
対
策
（
職
業
訓
練
、
広
域
紹
介
業
務
、
移
住
体
制
、
住
宅
不
備
）
面

な
ど
諸
問
題
か
ら
、
炭
鉱
離
職
者
か
ら
は
否
定
的
に
受
け
入
れ
ら
れ
た
と
い
う
。
そ

の
結
果
、
広
域
紹
介
に
よ
る
就
職
は
、
離
職
者
自
身
で
は
な
く
、
離
職
者
の
子
弟
が

上
回
る
結
果
で
あ
っ
た
。
実
際
、
広
域
就
職
数
は
炭
鉱
離
職
者
四
八
〇
四
人
（
内
福

岡
県
二
二
七
七
人
）
に
対
し
て
、
炭
鉱
離
職
者
子
弟
は
四
九
六
六
人
（
内
福
岡
県
二

四
一
四
人
）
で
あ
っ
た
（
戸
木
田 

一
九
八
九
：
三
六
五
）。

ま
た
、
援
護
会
の
昭
和
三
五
年
度
業
務
実
績
報
告
に
よ
る
と
、
同
年
度
に
全
産
炭

地
か
ら
送
出
さ
れ
た
炭
鉱
離
職
者
の
移
住
者
は
、
総
計
一
万
〇
三
八
八
人
で
あ
り
、

そ
の
う
ち
六
四
％
が
九
州
（
福
岡
、
佐
賀
、
長
崎
）
か
ら
出
て
い
る
（
炭
鉱
離
職
者

援
護
会 

一
九
六
一
：
三－

八
）。
こ
の
な
か
に
は
就
職
者
、
移
管
者
、
失
業
保
険
等

が
含
ま
れ
る
。
移
住
先
は
、
判
明
分
八
五
九
四
人
の
う
ち
、
大
阪
一
一
六
八
人
、
東

京
一
一
四
八
人
で
あ
る
。
移
住
者
の
年
齢
層
は
、「
三
〇－

三
九
歳
」
三
八
％
、「
二

〇－

二
九
歳
」
二
七
％
と
、
若
年
層
が
五
五
％
を
占
め
る
。
再
就
職
先
は
六
一
％
が

「
製
造
業
」
で
あ
っ
た
。

以
上
か
ら
、
離
職
者
対
策
初
年
度
に
あ
た
る
昭
和
三
五
年
度
に
お
け
る
広
域
職
業

移
動
の
特
性
三
点
が
明
ら
か
に
な
る
。
第
一
に
、
福
岡
県
を
中
心
に
発
生
し
、
第
二

に
、
制
度
不
備
か
ら
炭
鉱
離
職
者
の
み
で
な
く
、
そ
れ
を
上
回
る
炭
鉱
労
働
者
子
弟

が
移
動
し
、
第
三
に
、
主
要
に
は
建
設
業
で
は
な
く
、
製
造
業
に
就
職
し
て
い
っ
た
。

本
論
は
、
こ
の
三
点
を
、
炭
鉱
離
職
者
援
護
会
九
州
支
部
飯
塚
支
所
管
轄
の
就
職
通

報
個
票
デ
ー
タ
を
用
い
て
、
広
域
職
業
紹
介
に
よ
る
産
業
転
換
と
地
域
移
動
の
動
態

と
し
て
検
討
す
る
。
こ
の
作
業
を
と
お
し
て
、
こ
れ
ま
で
村
落
か
ら
都
市
へ
の
移
動
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の
み
に
焦
点
が
あ
て
ら
れ
た
昭
和
三
〇
年
代
半
ば
の
労
働
力
転
換
に
関
し
て
、
産
炭

地
か
ら
の
膨
大
な
石
炭
産
業
か
ら
他
産
業
へ
の
産
業
転
換
に
よ
る
移
動
へ
の
着
目
の

契
機
と
し
た
い
。
と
り
わ
け
、
本
論
で
は
、
そ
の
中
核
を
な
す
福
岡
県
か
ら
の
広
域

移
動
二
二
七
七
人
、
子
弟
二
四
一
四
人
の
実
態
を
動
態
的
に
と
ら
え
る
。

（
２
）
デ
ー
タ
と
方
法

九
州
大
学
図
書
館
付
設
記
録
資
料
館
所
収
宮
崎
文
庫
に
は
、
昭
和
三
四
年
に
発
足

し
た
炭
鉱
離
職
者
援
護
会
飯
塚
支
所
の
業
務
資
料
が
豊
富
に
収
蔵
さ
れ
て
い
る
。
本

論
で
は
、
そ
の
な
か
の
「
炭
鉱
離
職
者
就
職
通
報
」
個
票
デ
ー
タ
（
資
料
番
号
三
四

三
九
）
を
用
い
る
。
こ
の
資
料
は
、
昭
和
三
五
年
度
か
ら
実
質
的
に
開
始
さ
れ
た
同

支
所
で
の
就
職
援
護
活
動
「
広
域
職
業
紹
介
に
よ
る
就
職
」
の
通
報
で
あ
る
。
こ
れ

は
資
料
の
と
お
り
、
飯
塚
公
共
職
業
安
定
所
が
就
職
先
事
業
所
の
管
轄
公
共
職
業
安

定
所
宛
に
作
成
し
た
も
の
で
、
事
業
所
単
位
で
の
通
報
の
個
票
（
以
下
「
就
職
通
報

シ
ー
ト
」）
で
あ
る
。
具
体
的
に
は
、
昭
和
三
五
年
五
月
三
一
日
～
三
六
年
三
月
二
七

日
ま
で
の
日
付
で
、
六
二
一
枚
が
収
蔵
さ
れ
て
い
る
。
各
シ
ー
ト
の
記
載
事
項
は
、

以
下
の
三
区
分
か
ら
な
っ
て
い
る
。
第
一
に
、
就
職
通
報
概
要
と
し
て
、
日
付
、
宛

先
職
業
安
定
所
の
二
項
目
が
あ
る
。
第
二
に
、
就
職
先
事
業
所
に
関
す
る
事
項
と
し

て
、
事
業
所
名
、
所
在
地
、
就
業
地
、
職
種
、
赴
任
予
定
年
月
日
、
備
考
（
列
車
名
、

引
率
形
態
（
事
業
所
引
率
、
職
員
引
率
、
単
身
赴
任
）
の
六
項
目
、
そ
し
て
第
三
に
、

就
職
者
各
人
の
情
報
と
し
て
、
六
項
目
（
整
理
番
号
、
氏
名
、
年
齢
、
扶
養
家
族
有

無
、
移
住
資
金
受
給
資
格
有
無
（
有
・
無
・
未
認
定
）、
備
考
（
住
所
、
種
別
（
炭
鉱

離
職
者
、
子
弟
（
妻
含
む
）、
一
般
））
が
含
ま
れ
て
い
る
。
筆
者
は
こ
の
個
票
の
閲

覧
利
用
許
可
を
得
て
、
昭
和
三
五
年
度
炭
鉱
離
職
者
広
域
就
職
（
飯
塚
）
デ
ー
タ
ベ
ー

ス
を
作
成
し
た
。
そ
の
さ
い
個
人
情
報
保
護
の
観
点
か
ら
、
氏
名
は
利
用
せ
ず
、
住

 No. 

1 

2   

3 

28 

29 

30   

資料　就職通報の見本　（実物をもとに再現）
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所
は
町
村
水
準
の
利
用
に
と
ど
め
て
い
る
。
同
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
（
六
二
一
件
の
通
報
）

に
は
、
三
四
八
企
業
・
事
業
所
と
一
七
三
六
名
の
個
人
が
登
載
さ
れ
て
い
る
。

本
デ
ー
タ
の
特
徴
は
以
下
の
三
点
に
あ
る
。
第
一
に
、
本
デ
ー
タ
は
、
飯
塚
支
所

が
初
年
度
に
把
握
し
た
飯
塚
公
共
職
業
安
定
所
斡
旋
に
よ
る
広
域
職
業
移
動
の
全
数

か
ら
な
り
、
そ
こ
に
は
炭
鉱
離
職
者
の
み
で
な
く
子
弟
な
ら
び
に
一
般
就
職
者
を
含

ん
で
い
る
。
同
地
域
で
発
生
し
た
職
業
転
換
と
地
域
移
動
の
全
容
把
握
が
可
能
で
あ

る
。
第
二
に
、
本
デ
ー
タ
は
飯
塚
支
所
に
限
定
さ
れ
る
が
、
同
支
所
は
、
九
州
支
部

内
の
六
支
所
中
最
大
規
模
で
あ
る
こ
と
、
か
つ
飯
塚
は
、
当
該
時
期
で
の
失
業
が
も
っ

と
も
深
刻
化
し
て
い
た
地
域
で
あ
る
こ
と
か
ら
代
表
性
を
有
す
る
と
判
断
で
き
る
。

ま
た
第
三
に
、
本
論
で
の
飯
塚
支
所
分
の
全
数
分
析
は
、
前
述
し
た
援
護
会
の
当
該

年
度
業
務
実
績
な
ら
び
に
、
戸
木
田
ら
（
一
九
七
〇；
一
九
七
二
）
に
よ
る
就
職
先

地
域
に
よ
る
定
着
等
の
実
態
把
握
を
利
用
す
る
こ
と
で
、
全
体
と
の
相
対
化
が
可
能

で
あ
る
。

二
．
広
域
就
職
の
全
体
像
―
分
析
㈠
就
職
通
報
シ
ー
ト
と
雇
入
れ
企
業
分
析

（
１
）
就
職
通
報
シ
ー
ト
分
析

で
は
広
域
職
業
紹
介
・
就
職
が
ど
の
よ
う
に
実
施
さ
れ
た
の
か
、
そ
の
様
子
を
通

報
シ
ー
ト
単
位
で
概
観
し
よ
う
。

①
時
期
と
件
数	

ま
ず
、
六
二
一
件
の
時
期
を
確
認
す
る
（
図
１
）。
前
述
の
と
お
り

昭
和
三
五
年
五
月
三
一
日
～
三
六
年
三
月
二
七
日
に
わ
た
り
、
月
別
で
は
、
広
域
職

業
紹
介
体
制
の
整
備
に
呼
応
し
て
、
六
月
以
降
三
〇
件
を
越
え
て
お
り
、
八
月
～
一

一
月
、
二
月
・
三
月
は
い
ず
れ
も
六
〇
件
を
越
え
て
い
る
。

さ
ら
に
通
報
の
日
付
を
詳
細
に
み
る
と
、
特
定
日
に
集
中
し
て
い
る
。
六
二
一
件

全
体
で
一
一
三
の
日
付
が
あ

り
、
一
〇
件
以
上
発
生
し
て
い

る
日
付
は
三
一
あ
る
。
た
と
え

ば
六
月
の
五
三
件
は
、
一
〇
の

日
付
で
発
生
し
て
い
る
が
、
そ

の
う
ち
六
月
七
日
、
一
四
日
、

二
一
日
、
二
八
日
に
四
四
件
が

集
中
し
て
い
る
。
い
ず
れ
も
火

曜
日
で
あ
る
。
他
の
月
で
も
集

中
日
は
、
火
曜
日
で
あ
る
。
ち

な
み
に
集
中
日
が
火
曜
以
外
な

の
は
、
八
月
と
三
月
で
あ
り
、

盆
休
み
と
年
度
末
等
を
反
映
し

て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
た
と

え
ば
、
三
月
二
〇
日
に
は
合
計

で
六
七
人
が
急
行
阿
蘇
号
に

乗
っ
て
、
一
〇
箇
所
の
就
職
先
へ
と
移
動
し
て
い
っ
た
が
、
こ
の
よ
う
に
、
四
〇
人

以
上
が
急
行
阿
蘇
号
で
移
動
し
た
日
が
全
体
で
九
日
あ
る
。
な
お
、
赴
任
予
定
日
は
、

通
報
日
と
ほ
ぼ
同
じ
で
、
一
七
件
の
み
異
な
っ
て
い
る
。

②
就
職
者
人
数　

通
報
一
件
つ
ま
り
就
職
一
件
あ
た
り
の
就
職
者
人
数
は
、
一
人
か

ら
四
五
人
に
ま
で
広
が
っ
て
い
る
（
表
１
）
が
、
全
体
の
四
八
％
が
「
一
人
」、
つ
い

で
二
四
％
が
「
二
人
」
と
、
合
わ
せ
て
七
割
を
占
め
る
。
就
職
者
総
数
は
、
一
七
三

六
人
で
あ
る
が
、
図
一
か
ら
移
動
月
別
に
み
る
と
、
六
月
以
降
は
毎
月
一
〇
〇
人
を

超
え
て
お
り
、
最
大
は
昭
和
三
六
年
三
月
で
二
七
二
人
と
突
出
し
て
い
る
。
仮
に
「
三
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図１　就職通報：月別にみた件数、日数、就職者総数
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人
以
上
」
を
「
大
口
就
職
」
と
す
る
と
、

一
七
八
件
で
全
体
の
二
八
％
を
占
め

る
。
同
じ
く
「
一
〇
人
以
上
」
は
三
〇

件
、
五
％
を
占
め
る
。

ま
た
、
就
職
者
一
人
ご
と
に
、
集
団

で
移
動
し
た
の
か
を
確
認
す
る
と
、「
自

分
の
み
」
一
七
％
、「
自
分
と
他
に
一

人
」
一
七
％
、「
自
分
を
含
め
一
〇
人
未

満
」
三
九
％
、「
自
分
を
含
め
二
〇
人
未

満
」
一
六
％
、「
自
分
を
含
め
二
〇
人
以

上
」
一
二
％
で
あ
る
。
相
当
数
の
就
職

者
が
、
規
模
の
大
き
な
集
団
で
移
動
し

て
い
る
。

③
就
職
先
地
域	

就
職
先
は
二
一
都
道

府
県
に
広
が
る
が
、
以
下
の
五
都
府
県
、

太
平
洋
ベ
ル
ト
地
帯
に
集
中
し
て
い
る
。

す
な
わ
ち
、
愛
知
県
一
六
一
件
（
二
六
％
）、
大
阪
府
一
四
五
件
（
二
三
％
）、
東
京

都
一
〇
四
件
（
十
七
％
）、
兵
庫
県
六
八
件
（
一
一
％
）、
神
奈
川
県
六
六
件
（
一

一
％
）
で
あ
り
、
合
わ
せ
て
五
四
四
件
、
八
八
％
を
占
め
る
。
そ
の
ほ
か
埼
玉
県
一

三
件
、
福
井
県
一
二
件
、
広
島
県
一
一
件
を
合
わ
せ
る
と
八
都
府
県
で
五
八
〇
件
、

九
三
％
に
達
す
る
。
ち
な
み
に
、
通
報
宛
先
の
職
業
安
定
所
は
、
九
六
か
所
に
の
ぼ

る
。
そ
の
う
ち
名
古
屋
南
職
業
安
定
所
（
愛
知
）
五
八
件
、
西
尾
（
同
）
二
八
件
、

茨
木
（
大
阪
）
二
四
件
、
藤
沢
（
神
奈
川
）
二
四
件
、
尼
崎
（
兵
庫
）
二
一
件
、
横

浜
（
神
奈
川
）
二
〇
件
、
王
子
（
東
京
）
二
〇
件
、
と
つ
づ
く
。
一
〇
件
以
上
を
送

付
さ
れ
た
職
業
安
定
所
は
、
二
一
か
所
に
の
ぼ
る
。

前
掲
表
１
か
ら
地
域
別
に
就
職
者
人
数
を
み
る
と
、
大
口
就
職
は
、
愛
知
、
神
奈

川
、
大
阪
、
東
京
に
集
中
し
て
い
る
。
も
っ
と
も
規
模
の
大
き
い
四
五
人
と
三
五
人

の
ケ
ー
ス
を
紹
介
し
よ
う
。
最
大
規
模
四
五
人
の
就
職
は
、
三
五
年
六
月
二
八
日
付
、

愛
知
県
名
古
屋
南
職
業
安
定
所
管
轄
の
伊
勢
湾
海
運
株
式
会
社
で
あ
る
。
安
定
所
職

員
の
引
率
で
、
一
八
歳
か
ら
三
二
歳
ま
で
の
男
性
四
五
人
が
、
船
内
作
業
員
と
し
て

就
職
し
た
。
な
お
、
こ
の
会
社
へ
は
、
本
件
就
職
以
外
に
二
件
の
就
職
が
あ
り
、
合

計
四
八
人
が
就
職
し
た
。
次
に
、
三
五
人
の
就
職
は
、
三
六
年
三
月
二
四
日
付
、
大

阪
府
堺
職
業
安
定
所
管
轄
の
昭
和
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
株
式
会
社
へ
の
就
職
で
あ
っ
た
。

ア
ル
ミ
製
品
単
労
工
と
し
て
、
一
八
歳
か
ら
二
九
歳
ま
で
の
男
性
が
、
同
じ
く
阿
蘇

号
で
、
事
業
所
引
率
で
就
職
し
た
。
同
社
へ
の
就
職
は
本
件
の
み
で
あ
っ
た
。

④
就
職
先
の
産
業	

つ
づ
い
て
就
職
先
の
産
業
分
類
（
昭
和
二
八
年
改
訂
版
日
本
標

準
産
業
分
類
を
利
用
）
を
み
る
と
（
表
２
）、
圧
倒
的
に
「
製
造
業
」
で
あ
り
、
三
九

三
件
に
の
ぼ
る
。
つ
い
で
「
運
輸
・
通
信
業
」
一
二
〇
件
、「
建
設
業
」
四
三
件
、

「
サ
ー
ビ
ス
業
」
三
四
件
で
あ
る
。
地
域
別
に
み
る
と
、
い
ず
れ
も
製
造
業
が
最
多
で

あ
る
が
、
そ
れ
以
外
で
は
、
愛
知
の
場
合
に
は
「
運
輸
・
通
信
業
」
が
三
〇
％
を
占

め
る
。
そ
の
詳
細
と
職
種
は
、
名
古
屋
港
で
の
港
湾
・
海
運
関
係
の
船
内
作
業
と
、

貨
物
運
送
の
運
転
手
・
助
手
で
あ
る
。
兵
庫
と
神
奈
川
で
も
「
運
輸
・
通
信
業
」
が

二
割
を
超
え
て
い
る
が
、
兵
庫
は
貨
物
運
送
（
ト
ラ
ッ
ク
運
転
手
）、
神
奈
川
は
バ

ス
、
鉄
道
等
の
旅
客
運
転
手
・
車
掌
が
中
心
で
あ
る
。
東
京
は
、
都
府
県
の
な
か
で

も
っ
と
も
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
が
大
き
い
。
た
と
え
ば
、
東
京
の
「
そ
の
他
」
は
、「
卸

売
及
び
小
売
業
」
が
中
心
で
あ
る
。
そ
の
他
府
県
で
は
、「
サ
ー
ビ
ス
業
」
の
比
率
が

高
い
。
こ
れ
は
、
ゴ
ル
フ
場
の
キ
ャ
デ
ィ
ー
（
埼
玉
）、
旅
館
（
長
野
）
で
あ
る
。
ま

た
「
そ
の
他
」
に
は
、「
鉱
業
」
も
五
件
あ
る
。

表１　就職通報ごとの就職人数
N １人 ２人 ３－９人 10－19人 20人以上

通報単位  621 47.7 23.7 23.8   3.7   1.1
　愛知  161 49.1 20.5 27.3   1.9   1.2
　大阪  145 45.5 33.1 17.2   2.8   1.4
　東京  104 52.9 20.2 20.2   5.8   1.0
　兵庫     68 39.4 22.7 28.8   6.1   3.0
　神奈川     66 39.4 22.7 28.8   6.1   3.0
その他府県     77 48.1 23.4 24.7   3.9   0.0
就職者単位 1736 17.1 16.9 38.7 15.8 11.5
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産
業
別
に
就
職
人
数
を
み
る
と
、
先
の
大
口
就
職
に
も
あ
る
よ
う
に
「
運
輸
・
通

信
業
」
で
、
規
模
の
大
き
い
就
職
が
み
ら
れ
る
。
対
照
的
に
、「
サ
ー
ビ
ス
業
」
は
規

模
の
小
さ
い
就
職
（
一
人
も
し
く
は
二
人
）
が
八
五
％
を
占
め
る
（
表
省
略
）。

⑤
就
職
者
の
顔
ぶ
れ
―
集
団
就
職
の
構
成　

通
報
ご
と
の
就
職
者
の
顔
ぶ
れ
を
、

性
別
と
年
齢
を
軸
に
整
理
し
よ
う
。
ま
ず
性
別
構
成
は
、
全
体
で
は
「
男
性
の
み
」

が
七
割
を
占
め
る
（
表
３
）。「
女
性
の
み
」
二
割
と
合
わ
せ
て
、
九
割
に
達
す
る
。

「
男
女
」
か
ら
な
る
就
職
は
稀
で
あ
っ
た
。
こ
れ
を
産
業
と
の
関
連
で
み
る
と
、「
建

設
業
」
は
す
べ
て
「
男
性
の
み
」、「
運
輸
・
通
信
業
」
も
「
男
性
の
み
」
が
九
割
で

あ
る
。
他
方
、「
サ
ー
ビ
ス
業
」
は
「
女
性
の
み
」
が
中
心
で
あ
る
。
こ
の
な
か
に

は
、
ゴ
ル
フ
場
の
キ
ャ
デ
ィ
ー
が
大
半
を
占
め
る
。「
男
女
」
か
ら
な
る
の
は
、「
そ

の
他
」
で
、「
卸
小
売
業
」
が
該
当
す
る
。

つ
い
で
就
職
者
の
年
齢
構
成
に
つ
い
て
は
、「
一
五－

二
四
歳
の
み
」、「
二
五
歳
以

上
の
み
」、「
二
五－

三
九
歳
の
み
」、「
四
〇
代
以
上
の
み
」、「
そ
れ
以
外
」
の
五
区

分
を
設
け
た
（
表
４
）。
全
体
で
は
、
若
年
層
に
集
中
し
て
い
る
。
半
数
が
「
一
五－

二
四
歳
の
み
」
で
あ
る
。
つ
い
で
「
二
五－

三
九
歳
の
み
」
が
四
分
の
一
を
占
め
る
。

年
齢
の
組
み
合
わ
せ
は
、
性
別
以
上
に
産
業
ご
と
に
特
性
が
あ
る
。「
製
造
業
」
は
全

表２　就職通報ごとの就職先産業

N 製造業 運輸・
通信業 建設業 サービス業 その他

通報単位  621 63.3 19.3   6.9   5.5   5.0
　愛知  161 65.8 29.8   2.5   0.6   1.2
　大阪  145 77.2 10.3   9.0   1.4   2.1
　東京  104 50.0 17.3   7.7   8.7 16.3
　兵庫     68 67.6 22.1   5.9   0.0   4.4
　神奈川     66 50.0 27.3 13.6   7.6   1.5
その他府県     77 57.1   7.8   6.5 22.1   6.5
就職者単位 1736 58.9 25.3   5.8   4.7   5.3

表３　就職通報ごとの就職者顔ぶれ：性別

N
男性のみ 女性のみ 男女

１人 ２人以上 １人 ２人以上 ２人以上
通報単位  621 36.7 32.4 11.0 10.5   9.5
 愛知  161 36.0 32.9 13.0   6.8 11.2
 大阪  145 40.0 33.1   5.5 11.7   9.7
 東京  104 39.4 29.8 13.5   3.8 13.5
 兵庫     68 44.1 41.2   4.4   2.9   7.4
 神奈川     66 25.8 37.9 13.6 22.7   0.0
その他府県     77 31.2 20.8 16.9 20.8 10.4
製造業  393 36.4 30.8 10.4 11.2 11.2
運輸・通信業   120 42.5 44.2   1.7   9.2   2.5
建設業     43 48.8   0.0 51.2   0.0   0.0
サービス業     34   0.0 55.9   2.9 26.5 14.7
その他     31 41.9 12.9 19.4   3.2 22.6
就職者単位 1736 13.1 54.0   3.9 13.7 15.2

表４　就職通報ごとの就職者顔ぶれ：年齢

N 15-24歳
のみ

15-39歳
のみ

25-39歳
のみ

40歳以上
のみ それ以外

通報単位  609 50.6 14.6 24.6   4.8   5.4
　愛知  160 50.6 16.2 28.1   1.9   3.1
　大阪  142 60.6 12.7 18.3   4.2   4.2
　東京  104 42.3 17.3 32.7   2.9   4.8
　兵庫     65 27.7 16.9 33.8   9.2 12.3
　神奈川     63 71.4 19.0   4.8   3.2   1.6
その他府県     75 45.3   5.3 26.7 12.0 10.7
製造業  386 53.1 25.1 12.7   4.4   4.7
運輸・通信業   117 47.0 25.6 23.1   0.9   3.4
建設業     41 26.8 34.1 19.5   9.8   9.8
サービス業     34 76.5   2.9   0.0 11.8   8.8
その他     31 35.5   6.5 35.5   9.7 12.9
就職者単位 1681 36.9 17.1 31.8   2.3 11.8
注：年齢不明を除く。
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体
の
分
布
と
同
じ
く
若
年
層
に
集
中
し
て
い
る
。
そ
れ
に
対
し
、「
運
輸
・
通
信
業
」

は
壮
年
層
「
二
五－

三
九
歳
の
み
」
も
含
ま
れ
る
。
他
方
、「
建
設
業
」
は
さ
ら
に
広

が
り
が
あ
り
、
年
齢
の
制
約
が
も
っ
と
も
少
な
い
。
他
方
「
サ
ー
ビ
ス
業
」
は
若
い

「
一
五－

二
四
歳
の
み
」
か
、
年
長
の
「
二
五－

三
九
歳
の
み
」
と
「
四
〇
歳
以
上
の

み
」
に
分
か
れ
る
。

⑥
就
職
形
態
―
引
率　

最
後
に
、
就
職
形
態
で
あ
る
が
（
表
省
略
）、
就
職
通
報
に

は
、「
事
業
所
引
率
」「（
安
定
所
）
職
員
引
率
」「
単
身
赴
任
」
の
三
カ
テ
ゴ
リ
ー
が

用
意
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
う
ち
、「
職
員
引
率
」
が
五
二
七
件
（
八
五
％
）
と
、
大
半

を
占
め
る
。
つ
い
で
「
単
身
赴
任
」
六
〇
件
、「
事
業
所
引
率
」
二
五
件
、
未
記
入
九

件
で
あ
る
。
な
お
、
こ
こ
で
の
「
単
身
赴
任
」
は
単
身
で
の
移
動
を
指
す
。

（
２
）
雇
入
れ
企
業
分
析

就
職
通
報
に
は
、
同
一
企
業
・
事
業
所
に
よ
る
雇
入
れ
が
複
数
み
ら
れ
る
。
そ
こ

で
、
雇
入
れ
企
業
単
位
で
概
観
し
よ
う
。

①
産
業
・
地
域
の
分
布　

雇
入
れ
企
業
は
三
四
八
社
に
の
ぼ
る
。
各
社
の
プ
ロ
フ
ィ
ー

ル
は
図
２
の
と
お
り
、「
製
造
業
」
二
三
七
社
（
六
六
％
）、「
運
輸
・
通
信
業
」
五
二

社
（
一
五
％
）、「
建
設
業
」
二
三
社
（
七
％
）
で
あ
る
。
採
用
事
業
所
所
在
地
を
含

む
地
域
分
布
は
、
大
阪
府
八
一
社
（
二
三
％
）、
愛
知
県
七
二
社
（
二
一
％
）、
東
京

都
七
一
社
（
二
〇
％
）、
兵
庫
県
四
四
社
（
一
三
％
）、
神
奈
川
県
三
〇
社
（
九
％
）

と
、
通
報
シ
ー
ト
の
分
布
と
は
異
な
り
、
大
阪
府
が
最
多
で
、
愛
知
県
と
東
京
都
が

ほ
ぼ
同
数
で
あ
る
。
こ
の
点
は
、
大
阪
府
を
中
心
に
少
人
数
か
つ
一
回
限
り
の
採
用

が
多
数
発
生
し
た
こ
と
を
反
映
し
て
い
る
。

②
雇
入
れ
回
数
・
規
模　

実
際
、
雇
入
れ
回
数
を
み
る
と
、
二
二
六
社
六
五
％
が
「
一

回
の
み
」
の
雇
入
れ
で
あ
る
。
つ
い
で
「
二
回
」
が
六
八
社
二
〇
％
と
、
合
わ
せ
て

21%

23%

20%

13%

9%
14%

66%

15%

7%

4%
8%

1
65%

2
20%

3
6%

4 9
8%

10
1%

1
30%

2
22%

3-9
33%

10-19
10%

20
5%

図２　雇入れ企業（348社）のプロフィール
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八
五
％
に
お
よ
ぶ
。
他
方
、
四
社
が
「
一
〇
回
以
上
」
雇
入
れ
て
い
る
。
こ
の
う
ち
、

最
多
の
二
〇
回
採
用
し
て
い
る
の
は
、
日
清
食
品
株
式
会
社
（
大
阪
府
）
で
、
若
年

女
性
の
み
を
食
品
包
装
工
（
一
部
が
加
工
工
）
と
し
て
、
合
計
四
八
名
採
用
し
て
い

る
。
つ
い
で
一
八
回
採
用
は
、
名
鉄
運
輸
株
式
会
社
（
愛
知
県
）
で
、
運
転
手
・
運

転
助
手
と
し
て
、
男
性
の
み
合
計
四
五
人
を
採
用
し
て
い
る
。
一
二
回
採
用
は
、
狭

山
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ
（
埼
玉
県
）
で
、
若
年
女
性
の
み
を
キ
ャ
デ
ィ
ー
と
し
て
合
計
二

〇
名
採
用
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、

一
〇
回
採
用
は
、
大
一
紡
織
株
式

会
社
（
愛
知
県
）
で
、
織
布
工
と

し
て
若
年
女
性
の
み
、
合
計
一
五

人
採
用
し
て
い
る
。

企
業
ご
と
の
総
雇
入
れ
人
数

は
、
全
体
に
少
な
い
。「
一
人
」
三

〇
％
、「
二
人
」
二
二
％
と
半
数
に

の
ぼ
り
、「
三－

九
人
」
を
合
わ
せ

る
と
、
八
割
を
超
え
る
。
こ
れ
を

産
業
別
に
み
る
と
、
図
３
の
よ
う

に
、「
製
造
業
」
は
全
体
の
傾
向
と

共
通
す
る
が
、「
運
輸
・
通
信
業
」

「
建
設
業
」「
サ
ー
ビ
ス
業
」
で
は
、

「
三－

九
人
」
が
も
っ
と
も
多
く
、

さ
ら
に
「
一
〇－

一
九
人
」
を
合

わ
せ
る
と
半
数
以
上
と
な
る
。
こ

の
よ
う
に
、「
製
造
業
」
企
業
の
場

合
に
は
、
規
模
の
小
さ
な
採
用
が
多
数
を
占
め
る
の
に
対
し
、
雇
入
れ
回
数
の
多
い

企
業
例
（
名
鉄
運
輸
や
狭
山
ゴ
ル
フ
）
か
ら
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、「
運
輸
・
通
信

業
」「
建
設
業
」「
サ
ー
ビ
ス
業
」
で
は
企
業
数
は
少
な
い
が
、
比
較
的
規
模
の
大
き

な
採
用
を
、
場
合
に
よ
っ
て
は
複
数
回
実
施
し
、
全
体
と
し
て
多
人
数
を
雇
入
れ
て

い
る
。

三
．
広
域
就
職
者
の
産
業
転
換
と
地
域
移
動
―
分
析
㈡　

就
職
者
分
析

（
１
）
移
住
者
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

で
は
、
ど
の
よ
う
な
人
び
と
が
、
ど
こ
へ
移
動
し
て
い
っ
た
の
か
。
六
二
一
件
の

就
職
通
報
に
登
場
す
る
就
職
者
一
七
三
六
人
に
着
目
し
よ
う
。
こ
れ
ま
で
の
分
析
か

ら
、
当
時
の
求
人
・
求
職
内
容
が
性
別
と
年
齢
で
異
な
る
こ
と
は
明
白
で
あ
る
。
そ

こ
で
以
下
で
は
、
男
性
を
「
一
九
歳
以
下
」「
二
〇－

二
四
歳
」「
二
五－

二
九
歳
」

「
三
〇－

三
九
歳
」「
四
〇
歳
以
上
」
の
五
グ
ル
ー
プ
、
女
性
を
「
一
九
歳
以
下
」
と

「
二
〇
歳
以
上
」
の
二
グ
ル
ー
プ
に
わ
け
て
観
察
す
る
。

表
５
に
彼
ら
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
を
ま
と
め
た
。
ま
ず
資
格
は
、「
炭
鉱
離
職
者
」「
離

職
者
子
弟
（
妻
を
含
む
）」「
一
般
」
に
大
別
で
き
る
。
全
体
一
七
三
六
人
の
内
訳
は

「
炭
鉱
離
職
者
」
八
七
六
人
、「
子
弟
（
妻
含
む
）」
四
三
五
人
、「
一
般
」
三
五
三
人
、

「
そ
の
他
」
七
人
、「
未
記
入
」
六
五
人
で
あ
っ
た
。
前
述
の
よ
う
に
、
昭
和
三
五
年

度
に
は
、
全
体
と
し
て
炭
鉱
離
職
者
を
上
回
る
数
の
炭
鉱
離
職
者
子
弟
が
、
広
域
就

職
し
て
い
る
。
本
デ
ー
タ
で
は
、
炭
鉱
離
職
者
を
上
回
り
は
し
な
い
が
、
相
当
数
の

「
子
弟
」
が
登
場
し
、「
一
般
」
を
含
め
る
と
「
炭
鉱
離
職
者
」
に
匹
敵
す
る
数
で
あ
っ

た
。
さ
ら
に
、
興
味
深
い
こ
と
に
四
三
五
人
の
「
子
弟
」
の
う
ち
二
五
七
人
（
五

九
％
）
が
女
性
で
あ
っ
た
。

55.6%

20.0%

17.4%

15.4%

32.9%

18.5%

20.0%

17.4%

19.2%

23.8%

18.5%

40.0%

47.8%

36.5%

31.2%

13.3%

17.4%

19.2%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

1 2 3-9 10-19 20

図３　雇入れ企業の産業別にみた総雇入れ人数
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年
齢
を
含
め
て
概
観
す
る
と
、
男
性
で
は
、「
一
九
歳
以
下
」
で
「
子
弟
」
が
四

五
％
、「
一
般
」
三
四
％
で
あ
る
が
、
二
〇
歳
以
上
で
は
、
高
い
年
齢
グ
ル
ー
プ
ほ
ど

「
炭
鉱
離
職
者
」
比
率
が
高
い
。「
二
五－

二
九
歳
」
で
は
七
六
％
、「
三
〇－

三
九

歳
」
で
は
八
九
％
、「
四
〇
歳
以
上
」
で
は
九
二
％
を
占
め
る
。
他
方
、
女
性
で
は
、

「
二
〇
歳
以
上
」
で
「
炭
鉱
離
職

者
」
が
一
割
程
度
を
占
め
る
が
、

六
割
以
上
は
「
子
弟
（
妻
を
含

む
）」
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
男
性
に
つ
い
て
扶

養
家
族
の
有
無
を
み
る
と
、
資

格
と
同
様
に
年
齢
が
高
い
グ

ル
ー
プ
ほ
ど
「
扶
養
家
族
有
」

の
比
率
が
高
い
。「
四
〇
歳
以

上
」
で
は
九
六
％
、「
三
〇－

三

九
歳
」
八
七
％
、「
二
五－

二
九

歳
」
五
二
％
、「
二
〇－

二
四

歳
」
一
〇
％
、「
一
九
歳
以
下
」

一
％
で
あ
る
（
表
省
略
）。

ま
た
、
炭
鉱
離
職
者
に
対
す

る
移
住
資
金
受
給
資
格
は
、

デ
ー
タ
に
未
記
入
が
多
い
た
め

参
考
程
度
に
と
ど
め
る
が
、
同

表
５
の
と
お
り
、
有
資
格
者
は

全
体
に
少
な
く
、
多
く
の
者
が

「
未
認
定
」
の
状
態
で
移
動
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

な
お
、
移
動
元
地
域
は
、
飯
塚
支
所
の
管
轄
範
囲
全
般
に
わ
た
る
が
、
全
体
の
六

五
％
が
嘉
穂
郡
内
か
ら
の
移
動
で
あ
る
。
つ
い
で
山
田
市
一
四
％
、
飯
塚
市
一
一
％

で
あ
る
。

（
２
）
就
職
と
移
住
の
特
性

①
移
動
先
都
府
県	

彼
ら
の
就

職
と
移
住
の
特
性
を
み
よ
う
。

ま
ず
移
動
先
か
ら
確
認
す
る

（
図
４
）。
就
職
通
報
シ
ー
ト
の

観
察
か
ら
も
推
測
で
き
る
よ
う

に
、
太
平
洋
ベ
ル
ト
地
帯
に
集

中
し
て
い
る
。「
愛
知
県
」
四
二

一
人
（
二
四
％
）、「
大
阪
府
」

三
六
九
人
（
二
一
％
）、「
東
京

都
」
二
八
六
人
（
一
七
％
）
が

中
心
で
あ
り
、
三
都
府
県
で
六

二
％
を
占
め
る
。
つ
い
で
神
奈

川
と
兵
庫
は
、
通
報
単
位
と
は

順
位
が
逆
転
し
、「
神
奈
川
県
」

二
三
九
人
（
一
四
％
）、「
兵
庫

県
」
一
九
四
（
一
一
％
）
で
あ

る
。
ま
と
め
る
と
、
関
西
圏
「
大

阪
・
京
都
・
兵
庫
」
五
八
三
人

表５　就職者のプロフィール

N
資　　格 移住資金（炭鉱離職者のみ）

炭 鉱 子 弟 一般・
その他 未記入 有 無 未認定 未記入

男性 1327 64.7 13.4 17.6 4.2 13.1  3.6 28.5 54.8
19歳以下  254 16.5 44.5 34.3 4.7  2.4 14.3 21.4 61.9
20-24歳  348 60.3 15.8 20.4 3.4  7.1  7.6 30.5 54.8
25-29歳  295 75.9  3.1 16.6 4.4 13.8  1.8 23.7 60.7
30-39歳  329 88.8  0.0  7.3 4.0 18.5  1.4 29.5 50.7
40歳以上   76 92.1  0.0  2.6 5.3 12.9  0.0 38.6 48.6
女性  409  4.2 62.8 30.8 2.2 11.8 17.6 29.4 41.2
19歳以下  241  0.0 61.8 35.3 2.9
20歳以上  166 10.2 65.1 23.5 1.2 11.8 17.6 29.4 41.2
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17.6%
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図４　就職者の性別・年齢別にみた移動先
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（
三
四
％
）、
関
東
圏
「
東
京
・
神
奈
川
・
埼
玉
」
五
四
九
人
（
三
二
％
）
と
な
る
。

性
別
・
年
齢
別
で
は
い
く
つ
か
の
特
徴
が
み
ら
れ
る
。
男
性
の
場
合
に
は
、「
男

性
・
一
九
歳
以
下
」
と
「
二
〇－

二
四
歳
」
は
「
愛
知
」、「
大
阪
」
が
大
半
を
占
め

る
の
に
対
し
、
年
齢
が
高
い
ほ
ど
「
東
京
」、「
兵
庫
」
の
比
率
が
高
ま
る
。
先
の
通

報
シ
ー
ト
分
析
で
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、
若
年
男
性
た
ち
は
、
愛
知
・
大
阪
で
の
製

造
業
を
中
心
に
広
域
紹
介
で
集
団
就
職
し
て
い
き
、
他
方
、
中
高
年
男
性
た
ち
は
、
東

京
や
兵
庫
、
そ
の
他
の
府
県
で
の

多
様
な
産
業
へ
就
職
し
て
い
く
。

女
性
の
場
合
に
は
、
炭
鉱
離
職

者
子
弟
の
若
い
「
一
九
歳
以
下
」

グ
ル
ー
プ
で
三
割
が
、「
神
奈
川
」

へ
の
移
動
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
再

三
触
れ
て
い
る
ゴ
ル
フ
場
へ
の
大

量
就
職
を
反
映
し
て
い
る
。
そ
れ

に
対
し
、「
二
〇
歳
以
上
」
グ
ル
ー

プ
で
は
、
行
先
は
幅
広
く
、
男
性

の
「
三
〇－

三
九
歳
」
と
共
通
し

た
様
相
を
呈
し
て
い
る
。

②
産
業
と
職
種	

そ
こ
で
産
業
を

み
る
と
（
図
５
）、「
製
造
業
」
が

大
半
を
占
め
る
こ
と
は
い
う
ま
で

も
な
い
が
、
そ
の
比
率
は
男
性
で

は
、「
一
九
歳
以
下
」
と
「
三
〇－

三
〇
歳
」
で
六
割
を
超
え
て
い
る
。

そ
れ
に
対
し
て
、「
二
〇－

二
四
歳
」
と
「
二
五－

二
九
歳
」
で
は
「
運
輸
・
通
信

業
」
が
三
割
を
占
め
て
い
る
。
ま
た
「
四
〇
歳
以
上
」
の
高
年
層
で
は
「
サ
ー
ビ
ス

業
」
と
「
建
設
業
」
の
比
率
が
高
い
。
他
方
で
、
女
性
の
場
合
に
は
、「
一
九
歳
以

下
」
グ
ル
ー
プ
で
は
、「
製
造
業
」
に
つ
い
で
「
運
輸
・
通
信
業
」
が
高
く
二
六
％
で

あ
る
が
、
こ
れ
は
、「
バ
ス
車
掌
」
が
大
半
を
し
め
る
。
そ
の
ほ
か
に
は
「
サ
ー
ビ
ス

業
」
が
両
グ
ル
ー
プ
と
も
に
一
五
％
を
占
め
て
い
る
。

職
種
を
み
る
と
（
図
６
）、
男
性
で
は
若
年
層
を
中
心
に
「
技
能
工
」「
単
労
工
」

「
運
転
手
」
の
比
率
が
高
い
。
三

〇
歳
以
上
で
は
、「
単
労
工
」
と

「
雑
役
」
が
増
す
。
こ
の
点
は
、

戸
木
田
（
一
九
七
〇
）
の
大
阪

で
の
分
析
結
果
と
も
合
致
す
る
。

す
な
わ
ち
、
炭
鉱
離
職
者
が
小

規
模
製
造
業
の
技
能
工
・
単
労

工
と
し
て
従
事
し
て
い
る
様
子

で
あ
る
。
そ
こ
で
、
採
用
人
数

と
産
業
別
に
そ
の
概
要
を
確
認

す
る
と
、
確
か
に
、
製
造
業
の

小
規
模
採
用
の
場
合
に
そ
う
し

た
傾
向
を
確
認
で
き
る
。
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図５　就職者の性別・年齢別にみた就職先業種

図６　就職者の性別・年齢別にみた職種
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③
集
団
就
職
・
家
族
単
位
で
の
就
職　

最
後
に
、
移
動
形
態
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
も

性
別
・
年
齢
別
に
特
徴
が
あ
る
。
ま
ず
人
数
は
、
男
性
で
は
総
じ
て
若
年
層
で
、
人

数
の
多
い
集
団
就
職
形
態
が
中
心
で
あ
る
（
図
７
）。「
一
九
歳
以
下
」
と
「
二
〇－

二
四
歳
」
で
は
「
二
〇
人
以
上
」
と
「
一
〇－

一
九
人
」
で
の
移
動
者
が
、
合
わ
せ

て
六
割
に
達
す
る
。
こ
の
比
率
は
年
齢
が
高
い
グ
ル
ー
プ
で
低
下
し
、
も
っ
と
も
年

齢
の
高
い
「
四
〇
歳
以
上
」
で
は
三
八
％
に
と
ど
ま
る
。
と
は
い
え
、
彼
ら
は
「
一

人
」
で
は
な
く
、
三
四
％
が
「
三

－

九
人
」
の
規
模
で
移
動
し
た
。

他
方
で
女
性
の
場
合
に
は
、「
一

九
歳
以
下
」
で
は
「
二
〇
人
以
上
」

三
六
％
、「
一
〇－

一
九
人
」
二

八
％
と
、
男
性
の
同
年
齢
グ
ル
ー

プ
以
上
に
集
団
就
職
の
比
率
が
高

い
。
対
照
的
に
「
二
〇
歳
以
上
」

で
は
、「
三－

九
人
」
が
三
四
％
、

「
二
人
」
が
一
八
％
と
、
少
人
数
で

の
就
職
が
み
ら
れ
る
。

ま
た
、
一
七
三
六
人
の
う
ち
一

九
四
人
（
一
一
％
）
が
、
家
族
と

と
も
に
同
一
企
業
に
同
時
に
就
職

し
て
い
る
。
組
合
せ
は
八
九
組
を

数
え
る
が
、「
夫
婦
」
が
も
っ
と
も

多
く
六
七
組
（
七
五
％
）、
つ
い
で

親
子
が
一
七
組
（
一
九
％
）、
そ
の

う
ち
「
夫
婦
と
子
」
六
組
、「
親
子
」
一
一
組
で
、
内
訳
は
「
父
息
子
」
五
組
、「
父

娘
」
三
組
、「
父
息
子
・
娘
」
一
組
、「
母
娘
」
二
組
で
あ
る
。「
そ
の
他
」
四
組
の
組

み
合
わ
せ
は
、「
夫
婦
と
弟
」
一
組
、「
夫
婦
と
妹
」
一
組
、「
祖
母
と
父
と
娘
」
一

組
、「
母
と
兄
と
妹
」
一
組
、「
姉
妹
」
一
組
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
夫
婦
と
親
子

を
中
心
に
性
別
は
多
様
な
組
み
合
わ
せ
が
み
ら
れ
る
。

家
族
単
位
で
の
広
域
就
職
は
、
産
業
で
は
「
製
造
業
」
六
三
組
（
七
一
％
）、「
サ
ー

ビ
ス
業
」
一
三
組
（
一
五
％
）、
地
域
で
は
「
愛
知
県
」
二
二
組
（
二
五
％
）、「
東
京

都
」
二
一
組
（
二
四
％
）
が
多
い
。
興
味
深
い
こ
と
に
、
八
七
組
の
就
職
は
五
〇
社

の
企
業
・
事
業
体
に
集
中
し
て
い
る
。
う
ち
一
四
社
が
複
数
組
、
六
社
が
五
組
以
上

を
雇
い
入
れ
て
い
る
。
最
大
は
愛
知
県
の
鈴
菊
製
陶
株
式
会
社
で
「
夫
婦
」「
親
子
」

な
ど
多
様
な
六
組
を
雇
い
入
れ
て
い
る
。
つ
い
で
府
中
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ
は
「
夫

婦
」「
夫
婦
と
娘
」
を
五
組
、
東
京
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
は
「
夫
婦
」「
親
子
」
を
、
丸
三

商
店
（
木
製
品
製
造
）
は
「
夫
婦
」
五
組
、
尼
崎
製
鉄
株
式
会
社
は
「
父
息
子
」
を

五
組
、
下
窪
鉄
工
所
は
「
夫
婦
」
五
組
、
で
あ
る
。
戦
略
的
に
家
族
単
位
で
受
け
入

れ
て
い
る
様
子
が
わ
か
る
。
な
お
今
回
は
、
同
一
就
職
通
報
シ
ー
ト
内
で
の
家
族
単

位
に
限
定
せ
ざ
る
を
え
な
い
が
、
一
企
業
が
複
数
回
採
用
し
て
い
る
こ
と
を
踏
ま
え

る
と
、家
族
が
異
な
る
時
期
に
就
職
し
て
い
る
ケ
ー
ス
も
相
当
数
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

最
後
に
、
移
動
は
、「
職
員
引
率
」
が
大
半
で
あ
る
が
、
男
性
で
は
、
年
齢
が
高
い

グ
ル
ー
プ
ほ
ど
「
単
身
赴
任
」
の
比
率
が
高
い
（
表
省
略
）。
そ
の
比
率
は
、「
一
九

歳
以
下
」
と
「
二
〇－

二
四
歳
」、「
二
五－

二
九
歳
」
で
は
い
ず
れ
も
一
一
％
で
あ

る
が
、「
三
〇－

三
九
歳
」
一
四
％
、「
四
〇
歳
以
上
」
で
は
二
〇
％
に
達
す
る
。
ま

た
、「
三
〇－
三
九
歳
」
で
は
「
事
業
所
引
率
」
が
一
五
％
に
の
ぼ
る
こ
と
も
特
徴
で

あ
る
。
な
お
女
性
の
場
合
に
は
、「
職
員
引
率
」
が
「
一
九
歳
以
下
」
八
六
％
、「
二

〇
歳
以
上
」
八
三
％
と
男
性
以
上
に
高
い
。
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図７　就職者の性別・年齢別にみた移動人数
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四
．
小
括
―
離
職
者
対
策
初
期
に
お
け
る
広
域
就
職
と
移
動

本
論
で
は
、
離
職
者
対
策
初
年
度
に
お
け
る
広
域
職
業
紹
介
に
よ
る
炭
鉱
離
職
者

の
産
業
転
換
と
地
域
移
動
の
動
態
を
、
飯
塚
公
共
職
業
安
定
所
管
轄
の
就
職
通
報
個

票
を
用
い
て
検
討
し
た
。
対
象
と
し
た
の
は
、
昭
和
三
五
年
度
に
福
岡
県
か
ら
広
域

移
動
し
た
炭
鉱
離
職
者
二
二
七
七
人
、
子
弟
二
四
一
四
人
の
う
ち
、
飯
塚
地
域
か
ら

移
動
し
た
炭
鉱
離
職
者
八
七
六
人
、
子
弟
四
三
五
人
、
一
般
就
職
者
三
五
三
人
分
で

あ
っ
た
。
こ
こ
で
特
筆
す
べ
き
知
見
三
点
を
指
摘
し
、
本
論
の
小
括
と
す
る
。

第
一
は
大
規
模
な
集
団
就
職
・
移
動
の
実
態
で
あ
る
。
昭
和
三
五
年
に
、
福
岡
県

内
で
は
、
一
方
で
国
内
最
大
の
三
池
争
議
が
激
し
さ
を
増
し
、
他
方
で
は
、
太
平
洋

ベ
ル
ト
地
帯
に
む
け
て
大
規
模
な
集
団
移
動
が
な
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
多
く
の
若
年

男
女
、
壮
年
男
性
、
夫
婦
、
親
子
が
、
火
曜
日
ご
と
に
急
行
阿
蘇
号
（
夜
行
）
に
乗
っ

て
新
天
地
を
求
め
て
ヤ
マ
の
町
飯
塚
を
後
に
し
た
。
同
じ
列
車
に
福
岡
県
内
、
佐
賀
、

長
崎
か
ら
も
相
当
数
が
同
乗
し
て
い
た
こ
と
は
容
易
に
想
像
で
き
る
。
こ
の
光
景
は

炭
鉱
離
職
者
た
ち
の
広
域
職
業
移
動
の
原
風
景
で
あ
る（

４
）。

こ
れ
ま
で
昭
和
三
〇
年
代
半
ば
の
労
働
力
移
動
に
関
し
て
は
、
村
落
か
ら
大
都
市

へ
の
移
動
、
農
業
か
ら
の
産
業
転
換
に
の
み
焦
点
が
あ
て
ら
れ
た
が
、
そ
れ
に
匹
敵

す
る
規
模
で
、
石
炭
産
業
か
ら
の
産
業
転
換
が
発
生
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
さ
ら
に

そ
の
仕
組
み
は
制
度
化
さ
れ
、
職
員
引
率
の
も
と
粛
々
と
進
め
ら
れ
た
。
こ
う
し
た

集
団
移
動
の
形
態
が
、
昭
和
四
〇
年
代
以
降
も
雇
用
促
進
事
業
団
な
ら
び
に
各
ヤ
マ

の
閉
山
対
策
本
部
に
よ
っ
て
、
正
確
に
継
承
さ
れ
た
こ
と
は
、
貝
島
の
例
か
ら
も
常

磐
の
例
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
る
（
髙
橋
・
高
川 

一
九
八
七；

嶋
﨑 

二
〇
〇
四
）。

彼
ら
の
移
動
先
は
、
愛
知
、
大
阪
、
東
京
、
神
奈
川
、
兵
庫
を
中
心
に
広
域
に
わ

た
り
、
就
職
形
態
も
少
人
数
に
よ
る
就
職
が
あ
る
一
方
で
、
大
規
模
な
集
団
就
職
も

み
ら
れ
る
。
大
口
就
職
は
最
大
で
四
五
名
で
あ
っ
た
。
大
口
就
職
の
顔
ぶ
れ
は
、
男

性
の
み
も
し
く
は
女
性
の
み
が
大
半
で
あ
っ
た
。
大
量
な
単
純
労
働
力
求
人
に
対
し

て
、
同
質
的
な
離
職
者
た
ち
が
大
挙
し
て
就
職
し
て
い
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
と
り

わ
け
大
阪
、
愛
知
へ
は
半
熟
練
工
の
求
人
が
多
い
こ
と
は
、
他
資
料
か
ら
の
知
見
と

合
致
す
る
。

第
二
に
、
マ
ク
ロ
デ
ー
タ
な
ら
び
に
本
論
の
就
職
通
報
デ
ー
タ
か
ら
も
明
ら
か
な

よ
う
に
、
昭
和
三
五
年
度
に
は
、
大
規
模
な
炭
鉱
離
職
者
子
弟
の
広
域
就
職
が
な
さ

れ
た
。
彼
ら
の
年
齢
を
考
え
る
な
ら
ば
、
必
然
的
に
同
時
期
の
新
規
学
卒
者
の
太
平

洋
ベ
ル
ト
地
帯
へ
の
就
職
、
す
な
わ
ち
「
集
団
就
職
」「
金
の
卵
」
と
の
対
比
を
考
え

ね
ば
な
ら
な
い
。
新
規
中
卒
者
た
ち
の
労
働
力
化
は
、
学
校
と
職
安
と
の
連
携
体
制

の
な
か
で
、
就
職
選
択
の
自
由
と
保
護
の
両
立
を
ね
ら
っ
て
制
度
化
さ
れ
た
（
苅
谷
・

菅
山
・
石
田 

二
〇
〇
〇；

山
口 

二
〇
一
六
）。
農
業
か
ら
の
産
業
転
換
を
実
現
す
べ

く
、
東
北
を
中
心
と
す
る
農
村
か
ら
東
京
、
愛
知
、
大
阪
へ
、
教
員
の
引
率
で
就
職

列
車
に
乗
り
込
み
上
野
を
目
指
し
た
。
そ
の
仕
組
み
は
驚
く
ほ
ど
、
本
論
で
の
広
域

就
職
と
共
通
し
て
い
る
。

他
方
で
、
九
州
か
ら
新
卒
で
こ
そ
な
い
が
、
ほ
ぼ
年
齢
の
匹
敵
す
る
若
年
男
女
が
、

同
じ
く
集
団
で
太
平
洋
ベ
ル
ト
地
帯
へ
移
動
し
て
い
た
。
そ
れ
は
農
村
か
ら
都
市
へ

の
移
動
で
は
な
く
、
基
幹
産
業
間
の
移
動
で
あ
り
、
か
つ
子
世
代
の
み
で
な
く
親
子

世
代
で
の
転
換
で
あ
っ
た
。
こ
の
二
つ
の
移
動
は
交
差
す
る
こ
と
な
く
、
別
制
度
と

し
て
粛
々
と
進
め
ら
れ
、
こ
れ
ま
で
対
比
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
こ

の
全
く
異
な
る
炭
鉱
離
職
者
子
弟
の
集
団
就
職
を
含
め
る
こ
と
で
、
こ
の
時
期
に
お

け
る
都
市
へ
の
若
年
労
働
者
の
移
入
と
そ
の
後
の
帰
結
に
関
す
る
説
明
力
が
増
す
こ

と
は
間
違
い
な
い
。

な
お
こ
れ
以
降
、
炭
鉱
離
職
者
対
策
で
は
子
弟
に
対
す
る
就
職
あ
っ
せ
ん
は
姿
を
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消
す
。
高
度
経
済
成
長
期
、
そ
の
後
の
石
炭
産
業
終
焉
ま
で
つ
づ
く
、「
炭
鉱
の
子
ど

も
た
ち
」
の
大
規
模
な
地
域
移
動
の
原
型
が
こ
の
時
期
に
な
さ
れ
た
こ
と
は
、
注
目

す
べ
き
で
あ
る
。

第
三
に
、
広
域
就
職
に
つ
い
て
は
、
そ
の
後
の
定
着
過
程
が
重
要
で
あ
る
。
残
念

な
が
ら
、
現
時
点
で
は
そ
の
考
察
は
困
難
で
あ
る
が
、
戸
木
田
・
川
端
（
一
九
七
〇
、

一
九
七
二
）
の
研
究
が
参
考
に
な
る
。
彼
ら
は
、
昭
和
三
七
～
三
八
年
に
関
西
地
方

に
広
域
就
職
し
た
男
性
炭
鉱
離
職
者
の
動
向
を
、
雇
用
促
進
事
業
団
住
宅
居
住
者
を

対
象
に
調
査
分
析
し
て
い
る（

５
）。

そ
こ
で
は
、
広
域
就
職
者
の
特
徴
を
抽
出
し
た
の
ち
、

彼
ら
の
移
動
率
が
高
く
、
産
業
転
換
へ
の
不
適
応
、
労
働
条
件
の
不
満
な
ど
、「
広
域

就
職
し
た
炭
鉱
離
職
者
の
吸
引－

反
発
、
淘
汰
の
過
程
が
容
易
で
な
」
か
っ
た
こ
と

を
示
し
て
い
る
。
他
方
で
、
定
着
化
の
条
件
と
し
て
、
年
功
的
な
賃
金
条
件
、
す
な

わ
ち
「
大
企
業
の
製
造
業
の
機
械
・
金
属
製
品
部
門
、
地
方
公
務
員
な
ど
」
で
生
活

の
安
定
感
が
強
い
こ
と
を
指
摘
し
た
。
そ
の
う
え
で
安
定
者
で
あ
っ
て
も
、「
都
市
生

活
の
個
人
主
義
的
な
封
鎖
性
な
ど
新
た
な
問
題
に
直
面
し
て
い
」
た
こ
と
を
明
ら
か

に
し
て
い
る
。
本
論
の
分
析
で
は
、
飯
塚
か
ら
の
広
域
就
職
者
の
就
職
条
件
と
定
着

化
の
条
件
と
の
照
合
は
で
き
な
い
が
、
戸
木
田
ら
の
知
見
に
も
と
づ
け
ば
、
広
域
就

職
者
た
ち
が
定
着
過
程
で
多
く
の
困
難
に
直
面
し
た
こ
と
は
予
測
で
き
る
。

さ
ら
に
戸
木
田
ら
（
一
九
七
〇
）
は
、
広
域
就
職
者
を
、
産
炭
地
内
滞
留
者
と
比

し
て
、「
相
対
的
に
恵
ま
れ
た
」
層
と
み
な
し
て
い
る
。
ま
た
髙
橋
も
滞
留
者
層
は

「
炭
鉱
労
働
と
い
う
特
殊
な
身
体
条
件
、
生
活
状
態
に
な
っ
て
い
る
た
め
、
一
般
へ
の

順
応
が
容
易
で
な
く
、
職
業
転
換
、
他
地
域
へ
の
移
住
が
困
難
」
で
あ
り
、
著
し
い

高
齢
化
が
進
行
す
る
と
警
鐘
を
鳴
ら
し
て
い
る
（
一
九
九
二
：
七
四
）。
広
域
就
職
者

の
定
着
過
程
の
困
難
性
が
、
残
留
者
と
の
対
比
あ
る
い
は
旧
産
炭
地
の
疲
弊
を
強
調

す
る
が
た
め
に
、
注
目
さ
れ
な
か
っ
た
点
は
、
ま
さ
に
都
市
化
論
の
陥
穽
と
い
え
る
。

本
論
で
は
以
上
三
点
の
知
見
を
得
た
が
、
い
う
ま
で
も
な
く
、
九
州
大
学
記
録
資

料
館
宮
崎
文
庫
所
蔵
資
料
利
用
に
よ
っ
て
可
能
に
な
っ
た
。
炭
鉱
労
働
運
動
の
指
導

者
で
あ
っ
た
宮
崎
太
郎
氏
は
、
大
規
模
な
資
料
蒐
集
・
整
理
に
尽
力
し
、
そ
の
一
部

が
雇
用
促
進
事
業
団
飯
塚
支
所
に
関
連
す
る
昭
和
三
五
年
か
ら
四
六
年
ま
で
の
四
六

六
冊
に
も
お
よ
ぶ
一
次
資
料
群
で
あ
る
。
筑
豊
内
最
大
規
模
の
飯
塚
支
所
に
焦
点
を

あ
て
、
基
礎
的
な
資
料
を
集
中
的
に
蒐
集
す
る
と
い
う
、
氏
の
炭
鉱
労
働
に
関
す
る

明
確
な
問
題
意
識
と
先
見
性
を
改
め
て
評
価
し
た
い
（
詳
細
は
田
中 

二
〇
一
六
）。

最
後
に
、
本
論
は
炭
鉱
離
職
者
対
策
の
初
期
局
面
の
解
明
に
は
ほ
ど
と
お
い
。
残

さ
れ
た
課
題
と
し
て
当
面
以
下
の
二
点
が
あ
る
。
第
一
に
、
個
人
の
求
職
に
関
す
る

就
職
相
談
カ
ー
ド
な
ら
び
に
当
時
の
求
人
情
報
と
照
合
し
、
求
人
・
求
職
・
就
職
決

定
の
動
態
を
明
ら
か
に
し
、
そ
の
う
え
で
第
二
に
、
そ
こ
に
介
在
し
た
援
護
会
に
よ

る
支
援
事
業
に
迫
る
こ
と
が
で
き
る
。
両
課
題
と
も
、
引
き
続
き
、
宮
崎
文
庫
飯
塚

支
所
資
料
ア
ー
カ
イ
ブ
を
活
用
・
利
用
し
て
進
め
た
い
。
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。
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Ａ
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収
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澤
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０
５
９
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注
（
1
）		
た
と
え
ば
北
九
州
市
や
川
崎
町
で
の
生
活
保
護
受
給
率
の
高
さ
は
、
そ
の
象
徴
で
あ
る
。

（
2
）		

昭
和
三
四
年
四
月
末
時
点
で
の
筑
豊
の
生
活
保
護
は
、
一
万
一
一
六
二
世
帯
、
三
万

六
二
八
八
人
、
五
年
前
の
二
・
四
倍
、
保
護
率
の
最
高
は
田
川
郡
四
四
・
五
％
で
あ
る

（『
新
筑
豊
近
代
化
年
表
』：
四
一
九
）。
ま
た
昭
和
三
四
年
八
月
に
は
「
黒
い
羽
根
運
動
」

が
組
織
さ
れ
、
昭
和
三
五
年
一
一
月
ま
で
展
開
し
た
。

（
3
）		

し
か
も
そ
れ
は
、
高
率
な
労
働
移
動
（
雇
入
三
～
五
万
人
、
離
職
七
万
人
）
の
結
果

で
あ
り
、
離
職
率
は
、
二
六
％
か
ら
四
七
％
に
お
よ
び
、
累
計
六
〇
万
人
の
労
働
力
が

排
出
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
（
戸
木
田 
一
九
八
九
：
三
六
三－

三
六
四
）。

（
4
）		

炭
鉱
離
職
者
研
究
の
先
駆
者
で
あ
る
髙
橋
伸
一
は
、
昭
和
三
七
年
に
家
族
と
と
も
に

貝
島
炭
坑
か
ら
名
古
屋
へ
移
住
し
た
。
筑
豊
宮
田
か
ら
名
古
屋
へ
の
阿
蘇
号
寝
台
車
で

の
移
動
を
「
夜
明
け
ご
ろ
に
岐
阜
の
関
ヶ
原
あ
た
り
を
列
車
は
走
っ
て
い
た
。
前
日
、

郷
里
で
の
大
勢
の
人
の
見
送
り
を
う
け
た
こ
と
も
あ
り
何
か
と
興
奮
醒
め
や
ら
な
か
っ

た
私
は
車
窓
に
流
れ
る
雪
景
色
を
ぼ
ん
や
り
と
眺
め
て
い
た
」
と
述
懐
し
て
い
る
（
髙

橋
Ｈ
Ｐ
よ
り
転
載
）。

（
5
）		

な
お
、
戸
木
田
ら
に
よ
れ
ば
、
関
西
地
方
で
の
離
職
者
対
策
は
昭
和
四
〇
年
に
は
「
そ

の
使
命
を
終
了
し
た
と
い
わ
れ
る
状
況
に
あ
っ
た
」
と
し
て
い
る
。
む
ろ
ん
、
そ
の
後

の
第
四
次
政
策
以
降
は
、
状
況
は
一
転
す
る
の
で
あ
る
。
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